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新潟 RC ９月第 ２例会 (2021.9.14) （Zoom 例会併催） №３３８１ 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」ピアノ演奏 

(2) 関川 博信副会長挨拶 

今年の日本にとっての大きなイベントでありました、東京オリ

ンピック、パラリンピックがコロナ禍の下、取り敢えず無事に終

わりホットしているところです。 

開催に当たっては、賛否両論ございましたし、開催に対する国

民の総括はこれからなされることと思いますが、コロナ感染の

収束の行末、そして、新総裁の誕生に伴う政治、経済に対す

る動向、関心にかき消されるのではないかと懸念しておりま

す。 

ところで最近色んな所で、円を 17分割したカラフルなバッジ

をよく見かけますが、これは、SDGｓを象ったバッジで、2015 年

の国連サミットで採択された 17 項目の持続可能な開発目標

（Sustainable  Development  Goals）を表したものです。 

ここまでは、皆さんもよくご存じかと思いますが、17項目の中

身については全て記憶されている方は少ないのではないでし

ょうか。通常、SDGｓは、第 13 項目の「気候変動に具体的な対

策を」に重きをおいて理解され、地球温暖化対策が中心的な

内容だと思われがちです。しかし、第 1 項は「貧困をなくそう」

であり、第 2 項は「飢餓をゼロに」であります。現在、人類が直

面する最大の問題は、残念ながら今もって、「貧困と飢餓」であ

ります。そして、人類が直面する２番目の問題は地球温暖化で

あります。これらの持続可能な開発目標を少しでも達成するた

めには、国毎、企業毎の施策、計画が必要であり、強いては国

民一人ひとりの認識が大事なのではないでしょうか。 

 

 

SＤGｓに関連して、「ＥＳＧ投資」という言葉もよく耳にします。

ＥＳＧのＥはＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ（環境）、ＳはＳocial（社会）、Ｇは  

Ｇovernance（ガバナンス）をそれぞれ意味します。この３要素

を満たす企業に対して、積極的に投資しようという考え方で

す。 

SＤGｓの場合と同様に、ＥＳＧ投資に関しても、E（環境）に重

きをおいて理解され、地球温暖化対策が投資のための中心的

な要件になっているような傾向にあります。 

そういう意味では、地球温暖化対策が多くの国、企業そして

人々にとっての関心事であり、課題なのかも知れません。 

ところで先日、会員増強委員会の石本委員長より、会員増

強セミナー用資料としての、「会員増強・クラブ別健康診断書」

を配布、説明を頂きましたが、この約２０年間の県内 55 地区の

会員数の変遷を見ますと、2013年7月1日現在と比較しますと、

2,669 名から、本年 7 月 1 日現在で 2,000 名と 669 名減少（約

25％減少）し、新潟クラブに於きましても、138名の会員数が82

名に減少（約 40％減少）しており、会員減少に対しては、早急

な対応、対策が必要と考えますが、数値化することにおいて現

状が大変厳しい状況であることを痛感する次第です。 

私は、まずその対応として、例会にはできるだけ出席する。

第 2 に、所属する其々の委員会活動に励み、充実した委員会

活動の実現を目指す。そして、充実した活動が実践できれば、

自ずと接する方々にロータリーの活動主旨等を積極的にお話

しすることができ、強いては周りの方々の興味、理解、入会に

繋がるのではないかと考えます。 

 2021-22 年度 
国際ロータリー会長 
シェカール・メータ 

 
2021～22 年度 

新潟ロータリークラブ会長 
 

石橋 正利  

 



特に、私の場合、自戒を込めて申し上げますと、直近の出

席率をみますと、56％、58％と大変低迷しております。最

低でも 60％以上。目指すは 80％以上の出席率でありま

す。 

また、中長期的な視点で人口推移を俯瞰しますと、日本の

人口は２００４年 12 月をピーク（12,784 万人）に極めて急激

に減少しています。人口減と経済動向は、企業は勿論、新

潟ロータリークラブを初めとする各種団体にとっても少なか

らず無関係とは言えません。 

大きな目標もそうでない目標も達成の力となるのは、一人

ひとりの強い思いであり、強いては数の論理なのかもしれ

ません。 

 二律背反と言えば、ちょっと極端過ぎるかもしれませんが、

人口減少という大きな流れの中で、会員増強は、正に「言う

は易く行うは難し」であろうかと思いますが、この現実を直

視し、今年度石橋会長の掲げられた「知人から友人へ、奉

仕の心を持つロータリアンへ」のテーマを強い思いをもっ

て実践し、成果に繋げることができればと願っています。 

本日は、「目標」というカテゴリーで、世界が目指しているも

のと、RCが目指しているものという視点で、こじつけてお話

をさせて頂きました。 

 

(3) 委員会報告 

  ・２０２０～２１年度決算報告（佐藤 邦栄会計） 

  ・創立８０周年記念式典会計報告 

（秋山博一８０周年式典会計） 

  ・敦井 栄一監査役より監査報告 

 

(4) 高橋 秀松ゴルフ同好会副会長報告 

９月１２日に開催されたゴルフコンペの結果 

１位 河西幸太郎さん、２位大桃 典和さん 

３位 務台 昭彦さん ベスグロは内田直樹さんでした。  

次回開催日は１０月１７日です。奮ってご参加下さい。 

 

 

 

 

(5) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表（佐藤 紳一委員) 

佐藤 紳一君  

 

青少年育成基金寄付発表(小飯田 澄雄委員長) 

高橋 秀松君 小飯田 澄雄君 

(6) ニコニコボックス紹介（武田 眞二委員） 

・大桃 典和君 今回初めてゴルフ同好会のコンペに参加

させていただきました。今後ともよろしくお願いいたします。 

(7) 幹事報告（内田 直紀副幹事） 

・先週、理事会報告致しましたように例会のお食事の提供

は１０月５日迄控えます。１２日以降の例会の持ち方につき

ましては５日の定例理事会で決定後、すみやかに皆様に

お知らせ致します。 

(8) 会員スピーチ 

「新潟における ICTを活用した地域協創の取組み」 

～新たな産業創出と魅力あるまちづくりを目指して～ 

㈱ドコモＣＳ新潟支店支店長 久保田 敦紀君 

 

(9) ９月１４日の例会参加率 

 

 

 

 

  Zoom参加者１０名 

 

 

９月２１日の例会予定 

会員スピーチ 

「健康経営」のすすめ  

～職業奉仕の基盤として～ 

第一建設工業㈱代表取締役社長 内田海基夫君 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８７ ８４ ５７ ６７．８６ 

http://www.niigatarc.jp/

